


























































平成 23 年度第 2 回「学びのひろば」アンケート 

 

 
              

  

①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

テーマは視点を限定しすぎず、普段感じていることや講演に関連す

ることなど幅広のコメントを出しやすかった。その反面、漠然とし

ているため発言のタイミングを得るまで皆が沈黙することもあっ

た。進行役として不十分な点もあったが、班のメンバーが協力的で

あり助けられたように思う。理事の講演内容はテーマにマッチして

いたと感じた。アンケートや周囲の様子から、次の段階として学生

との連携を考える人が多いと思う。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

このたびご参加をいただきありがとうございました。学びのひろば

に対し、今後もご理解とご指導をお願いいたします。 

 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

学びのひろばは大学の経営について考え、行動に結び付けるきっか

けの場である。目的は個々の学びであり、数回参加しただけで個人

や組織がレベルアップできるものではないし、職員塾の反省を踏ま

えて力を抜いて楽しみながら参加できるのが良い。したがって、こ

れまでとだいたい同じような実施を継続してほしい。やらされ感で

なく自発的に発展させることには反対ではないが、むしろ学びのひ

ろばでの「気づき」をきっかけに別の形で自主的な勉強会の立ち上

げや職務改善の行動をするような展開が望ましいと思う。学びのひ

ろばの試行期間を含め、これまでに参加者のアンケート回答で具体

的な要望や指摘が多数出されており、検討の上、実現可能ならどん

どん取り入れてほしい。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

設定されたテーマの通り、事務職員と教員それぞれが何を思い大

学の業務にあたっているのかを知るという点で有意義でした。また

教員を中心として活発に議論が進み、大変刺激的でした。しかし発

言者が偏ったことについては、運営スタッフとして自分の進行方法

に問題があったと反省しています。 

時間の制約があるなかでは厳しいのですが、議論をまとめて発表

する機会がないと、他のグループでの話し合いの内容を知ることが

できず、もったいないように思えました。 

 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

 班には溝口理事と中嶋先生に加わっていただいていました。日頃

の思いを、きれいな言葉でごまかすことなく、本音でお話しいただ

き、また事務側の思いも受け止めていただいたので、大変うれしか

ったです。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

学びのひろばには「参加してみると意外におもしろい」という印

象を自分は毎回感じていますが、周囲に参加を呼びかける際、その

目的や効果の説明をうまくできません。研修ではないため求める効

果は人それぞれでよいと考えていましたが、このままでは参加者が

固定化するばかりであるように思います。 

内容を工夫する以外に、参加者の集め方についてもあらためて考

えないと、長くは続かないような気がしてきました。また、内容を

発展させるスピードをある程度抑えないと、これまで参加したこと

のない人にとってはますます参加しにくくなってしまいます。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

 

教員が日頃感じている事など聞けて有意義だった。 

次回はより多くの教員と話してみたい。 

 

他の班の教員の方で、職員組織を理解していないという意見があっ

たので職員 HP で公開しても人と人の交流が無ければ有効ではな

いのだと思いました。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

 

國分理事の教員の研究時間が足りない、とあり仮想ツイッターにつ

いてお話しがあったが、理事の立場としての話しではなく、全くい

ち研究者側からの一方通行な話しであったように感じた。つまり、

教員、職員がパートナーとして大学を運営するという趣旨のもとに

賛同しているので、もう少し教職員協同に趣旨を置いた話しをして

ほしかった。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

 

委員としてよりも参加者でありたい。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

今回各部局の先生をお招きし、開催できたことは大きな一歩であ

ると思います。日頃先生と業務上関わりがあっても、業務に必要な

こと以上の交流というのはなかなか持てないのが現状だと思いま

すので、今回この「学びのひろば」で、そういう場を作る（きっか

け作り）ことが出来たのは良かったのではと思いますし、自分では

良かったと思っています。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

日々業務を行っていることについて、私達事務職員からすれば当

たり前と思っていることも、立場が変われば「どうして？」と思う

こともいっぱいあるのではと改めて考えさせられました。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

グループディスカッションについてですが、そろそろもう少しデ

ィスカッションの部分を強く押し出す必要があるのではないかと

考えています。 

ディスカッションとしなくとも、意見交流の場であっても、もう

少し具体的なテーマのもと、建設的な意見の交流を図れるよう工夫

する必要がそろそろあるのではないかと思います。 

そのためには、もう少し企画立案に時間をかけていくことも必要

なのではないかと思います。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

前回のアンケートで「教員と話したい」という希望があったにも関

わらず、当初の申込者が非常に少なかった点が気になります。開催

日時や業務の都合なのか、あるいはテーマやアナウンスの問題なの

か・・・ 

教員側から「今回は参加できないが次回があればぜひ」という声が

あったので、「学びのひろば」を職員だけのものとせずに、普段か

ら教員が気軽に参加できるような場所であってもよいのかもしれ

ないと思いました。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

ご多忙の折、「学びのひろば」へご参加いただき、ありがとうござ

いました。 

煩雑な事務手続きや書類の山は教員だけでなく職員も苦しめ、誰も

幸せではないという話がでました。教員と職員が互いの仕事を増や

すまいと攻防を繰り広げるのではなく、問題を共有し、改善してい

ける関係でありたいと思います。 

ディスカッションでは教員の仕事が想像以上に多岐にわたること、

研究には集中できるまとまった時間が必要であることなどを伺い

ました。どの先生も研究時間の確保に苦心されているようでしたの

で、そのために自分に何ができるか、考えながら仕事をしていきた

いです。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

新しく職員となった人、まだ参加したことにない人にも気軽に足を

運んでもらえる場所であってほしい一方、回を重ねるごとに、常に

参加している方の目は厳しくなり、より質の高いものや「学び」の

“成果”を望まれているように感じます。 

「学び」の“成果”と関係して、フィードバックについての必要性

を強く感じています。アンケートも掲載するだけでなく、それにつ

いてスタッフがどう考えているか、打ち合わせ時にどんな意見がで

たか、スタッフの側からも伝えられるメッセージがあるとよいと思

います。参加してよかったと感じてもらう工夫が必要だと思いま

す。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

堅い雰囲気にならず、打ち解けた感じで話をすることができてよか

ったと思います。先生が参加するということで、資料などの事前準

備をしてきた方もいて、少しだけ緊張感もありました。お互いの認

識の違いというものを実感し、メールだけでなく改めてコミュニケ

ーションが必要だと先生と確認しあえ、とても有意義な時間でし

た。ただ、話題が先生の研究とそれに対する職員の対応という方向

に流れてしまったため、普段研究と関わりのない係の人が話題に入

りにくい時間帯を作ってしまい、そういう人に対して発言の機会を

なかなか作ってあげられなかったことが反省点でした。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

國分先生の資料にあったツイッターの内容については、お互いに言

い分があると思いますが、教職員の間でしっかりコミュニケーショ

ンが取れていれば起こらなかった問題だと思いました。このような

教員からの意見があれば、職員の方へお伝えいただきたいと思いま

す。また、溝口先生のリレー型からラグビー型開発へのお話しにつ

いては、教職協働を考える上でとても役に立つと思いました。 

ありがとうございました。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

理事のお話の中での鋭い指摘に少々動揺もいたしましたが、事務

処理の手間をどう解決していくかを考えるきっかけになりまし

た。 

よくある「理由書」については、あらかじめフォーマットを用意し、

状況に応じて使い分けることにより、教員・職員双方の負担が減る

のではとの意見も挙がりました。 

先生方の生の声を今後の業務の参考にさせていただく良い機会と

なりました。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

お忙しい中、学びのひろばにご参加いただき、有難うございました。 

理事お二人のお話や、グループディスカッション、他の班の発表等

から先生方の考えや、普段感じている事が少し理解できた気がしま

す。通常業務では、事務に対して感じている事や、本音をお聞きで

きる機会がなかなかありませんので、大変貴重な機会となりまし

た。 

このような場を設けなくても、普段から意思疎通が図れるような風

通しの良い職場になっていければと感じております。 

 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

参加者の本音を聞くためには、アンケートを無記名形式にして実施

してみるのも良いのではと思います。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

 

 ディスカッションの中で、気づいていない内に教員と職員を差別

していることに気づかされた。区別することは必要だが、差別しな

いようにしていきたいと思った。 

 また、グループディスカッションの進行がうまくできず、参加者

に助けてもらう場面が多かった。こういう雰囲気がディスカッショ

ンに参加したくないという気持ちを募らせるのだと思う。うまく進

行できるよう努力したい。 

  

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

 

 様々な考えを持つ先生方の正直な気持ちを知ることができよか

った。教員や職員のお互いの業務についてをよく知るためにも、こ

の様な場や大学運営について知る機会を増やしていくべきだと思

った。また、大学の仕組みや組織について詳しく知りたいという話

が出たことに対し、教員のための研修も需要があることを感じた。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

 

 昨年までは、職員通しの横のつながりを強くするがテーマだった

ように感じる（参加してみての感想）。これまでどおり、漠然とグ

ループ内で話し合っていただけでは昨年と変わらないように気が

する。ディスカッション後どうするかについて、今後は考えたほう

がいいように思う。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

教員の方を含めてグループディスカッションを行えたことは大変

有意義でした。私の班の参加した教員の方から“このような機会が

あればまた参加したい”という声があったことは運営スタッフとし

てありがたく、非常に嬉しいものでした。 

次回以降も教員の方を含め、グループディスカッションを行えれば

と思っています。 

 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

お忙しいところ“学びのひろば”にご参加いただきありがとうござ

いました。 

お話やディスカッションを通じて、普段の業務で事務職員として改

善しなければならない点、また事務職員として教員に主張しなけれ

ばならない点があることを再認識されられました。 

 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

今回当初の参加希望者が少なかったことは非常に気になりました。 

参加者の集め方の検討を行う必要があると考えます。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

普段なかなか聞くことができない教員の意見や教員サイドの情報

を、直接伺うことができたのはとても有意義でした。以前から、そ

ういう場をもてないかと思っていたので、短時間ながらも今回実現

できたのは嬉しかったです。 

ただ、やはりテーマが漠然としていた為、先生にフォローをしてい

ただいたものの、話を膨らませるのが難しかったです。今後も教員

との交流を継続していくのが望ましいですが、次回以降は具体的な

事象をテーマにし、そこで出た意見をなんらかの形にしていけると

この学びのひろばがもっと活かせて良いと思います。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

お忙しい中、お時間をいただきありがとうございました。 

國分理事からも溝口理事からも話題提供・問題提起していただき、

日常業務を見つめなおすきっかけになりましたが、それだけでな

く、執行部としてもう少し踏み込んだ話や、具体的な改善案等の提

案を伺いたかったです。 

同じ班でご一緒させていただいた安野先生がおっしゃっていたよ

うに、もっと教職員の交流を重ねるとともに、私もプロ意識を持っ

て仕事を行い、お互いがパートナーと思えるような関係になれるよ

う頑張りたいと思います。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

今回の内容は「始まり」だと私は考えています。上記①でも書きま

したが、これ限りで終わらせず、今後も継続していくとともに、具

体的な業務改善等次のステップにつなげていくことが今後必要だ

と思います。 

今までのスタイルも意義はありますが、漠然と講和を聞き、グルー

プディスカッションで他部局の人達と知り合えるけれど、話し合う

だけというイメージが定着し、参加者の固定化が今後も進むと思わ

れます。参加者のモチベーションを上げ、より参加価値を見いだせ

るものにしていく努力が求められる段階にきていると思います。 

今後は、より具体的なテーマや抱えている身近な課題を取り上げて

いけると良いと思います。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

 

今まで、仕事上で多くの先生方といろいろとやりとりをする機会が 

あったのですが、YNU について意見交換をすることはなかったの

で、先生方が大学に対してどう考え、職員についてどう思っている

のか聞くことができ、今後の仕事に役立てていきたいと思いまし

た。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

 

國分先生・溝口先生・私の班の松本先生のお話を聞いて、事務職員

同士だけでなく、教員とももっとコミュニケーションをとり、先生

方の実情を理解していかなければならないと思いました。また、先

生方も職員に対して、是非いろいろとご意見をいただけると幸いで

す。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

 

今回、私の班が YNU にきて年数が少ないということで YNU につ

いての意見が出にくかったので、参加される先生、全員に事前に○

○について意見を聞かせてもらいたいと明確に伝えた方がよいと

思いました。 

また、参加者からも先生に対しての質問がでにくかったので、もう

少し事前に意見をまとめておいてもらえればよいと思います。 
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①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

普段接点のない先生との対話のなかで、先生が疑問に思う事務の対

応エピソードを聞いて、「それは変だな」と感じたり、「それは仕組

み上どうしようもないな」と感じたり、そのひとつひとつが認識の

ギャップを埋めるのに有用だと思いました。ただ、事務仕事も「細

部は見えるけれども全体は見えにくい」状態になっていて、先生の

疑問にお答えできないところも多々あり、力不足を感じました。 

先生がよくお話ししてくださったので当初不安に思っていた進行

も比較的スムーズに進みました。 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

教職協同、とはいうものの、國分理事のお話を聞いて、教職間の「溝」

の存在を改めて感じました。先生方にできるだけお手を煩わせない

ような工夫をしなければと思う一方で、なぜその事務手続きが必要

となるのかをしっかり説明できるようにならなければと感じまし

た。研究費の執行は、いろいろ細かな制約もありますが、先生方に

も事務側の説明を受け止めてもらえると、事務教員双方が気持ちよ

くスムーズに業務を遂行できると思います。普段からのコミュニケ

ーションの必要性を強く感じました。 

 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

人数が増えると話題も広がりますが、共通理解のあるところで話し

をせざるを得ないのでざっくりした話になりがちです。大人数参加

型の「ひろば」のジレンマですが･･･。幅を広くとりつつさらに密

度の濃い話を引き出すのが進行の課題だろうと思います。 

 



平成 23 年度第 2 回「学びのひろば」アンケート 

 
         

    

①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

大学の競争力を高めるために欠かせない「教員と事務の協働」がテ

ーマでした。意識を常に高く持ち、ベクトルを合わせ、様々な業務

や立場を超えてみなが快く協力し合う。例えば、美しいモザイクア

ートや雅趣に富む庭園を造る場合のように、途中で意見の相違が

度々生まれる、簡単に進まないことも多いでしょう。 

ハプニングも活用しながら、最終的にひとつひとつの仕事の結果が

集結して光を放つことで完成した全体の光景を見る喜びはとても

大きいと思います。そんなイメージを思い描ければ仕事がもっと楽

しくなると思いました。 

 

②参加していただい

た理事・教員の皆

様へのメッセージ 

國分理事のお話から、従来型の考え方や方法を脱却し、科学的な戦

略にそって、絶えずチャレンジしなければならないということがよ

くわかり、国立大学として社会的責任が大きく、情報の整備が重要

であることを痛感しました。また、ノーベル賞候補級の研究者あて

呼び寄せレターの発信は興味深い作戦だと思いました。 

溝口理事のブドウ棚のバラや高山のカナリヤのお話しは、古人のシ

ンプルなアイデアが歳月を経て今なお活用されているという点で

感慨深いものでした。また、コンカレント・エンジニアリングとい

う方法は、目的意識と現場情報を見える化し共有し合うことで、パ

フォーマンス拡大が期待できるということから、これからの協働の

あり方としてとても魅力的に感じました。 

グループディスカッションに参加して頂いた永井先生からは、教員

と事務との日頃からのコミュニケーションが大切であることを、

様々な実例を通してお伺いすることができました。 

 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

 

協働する者それぞれがお互いの違いを知り合うこと、PDCA サイ

クルの繰り返しにより俯瞰されること、さらにそこから得た情報が

共有されること、すべての意味で、学びのひろばはとても有意義だ

と思います。ぜひ、今後も継続していただきたいと思います。 
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